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パ
ネ
ル
揚
重
機

シ
ス
テ
ム
を
紹
介

日
綜
ゴ
ン
ド
ラ
が

現
場
見
学
会

日
綜
産
業
面
の
グ
ル
ー
プ

会
社
で
あ
る
日
綜
ゴ
ン
ド
ラ

圏
は
、
長
崎
市
内
で
建
設
中

の
長
崎B
i
z
P
O
R
T

新

築
工
事
現
場
に
報
道
関
係
者

を
招
き
、
現
場
見
学
会
を
開

催
。
同
工
事
に
採
用
さ
れ
て

い
る
パ
ネ
ル
揚
重
機
シ
ス
テ

ム
『
P
|
u
p

工
法
／
台
車

仕
様
』
を
紹
介
し
た
。
パ
ネ

ル
揚
重
機
シ
ス
テ
ム
は
、

デ
ッ
キ
型
ゴ
ン
ド
ラ
と
揚
重

機
（
複
合
体
）
を
併
用
し
外
装

材
の
楊
重
か
ら
取
付
け
、
仕

上
げ
工
事
ま
で
を
一
貫
し
て

行
う
シ
ス
テ
ム
。
外
装
材
を

取
り
付
け
る
際
の
タ
ワ
ー
ク

レ
ー
ン
や
重
機
等
を
使
用
し な

い
た
め
、
鉄
骨
建
方
と
外

装
材
の
取
付
け
及
び
仕
上
げ

工
事
ま
で
を
同
時
施
工
で
進

行
し
、
こ
れ
ま
で
の
外
装
材

の
取
付
け
用
重
機
の
稼
働
低

減
ま
た
は
取
付
け
作
業
の
コ

ス
ト
低
減
と
外
装
工
期
の
短

縮
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
揚
重
機
は
手
元
無
線

操
作
で
上下
横行
の
同
時
操

作
が
可
能
で
、
最
大
吊
下
荷

重
1
t

と
な
っ
て
い
る
。

同
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
決

め
た
施
工
を
担
当
す
る
新
日

鐵
住
金
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

陶
九
州
支
社
の
吉
田
裕
所
長

は
云
通
常
は
外
部足
揚
を
組

む
が
、
こ
の
現
場
で
は
無
足

場
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
そ

れ
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
う
ま

く
マ
ッ
チ
し
た
。
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
敷
地
が
狭
い
場

合
、
足
場
解
体
に
日
数
を
か

な
り
取
ら
れ
る
。
ま
た
、
外

装
材
の
取
付
け
時
に
足
場
が

作
業
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
が

多
い
」
と
語
っ
た
。

同
工
事
の
概
要
は
、
施
主

は
長
崎
食糧
倉
庫圏
、
新
日

鐵
興
和
不
動
産
陶
。
設
計
施

工
は
新
日
鐵
住
金
エ
ン
ジ
ニ

ァ
リ
ン
グ
圏
九
州
支
社
。
S

造
1
1階
建
延
べ1
万
5
0
2

,
2
m。
エ
期
は2
o
1
9

年

1

月
末
ま
で
。
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靡
饂
籾P
ー

u
p

工
法
を
採
用

事ー築暉゜zP Bi 
紘長

長
崎
B
i
z
P
O
R
T

役
）
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で

新
築
工
事
で
は
、
日
綜
産あ
る
日
綜
ゴ
ン
ド
ラ
跨

業
昧
（
小
野
大
代
表
取
締（
比
留
間
純
代
表
取
締
役
）

`
5

の
外
装
無
足
場

r
か

' 1

工
法
『
P
ー
U

ゞ
ネ

p

工
法

J

ル
揚
重
機
シ
ス

テ
ム
』
が
九
州

で
初
め
て
採
用

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
同
グ

ル
ー
プ
が
現
場

見
学
会
を
主
催

し
、
施
工
す
る

新
日
鉄
住
金
工

屋上での説明

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
昧
の
協

力
の
も
と
作
業
の
様
子
を

公
開
し
た
。

同
工
法
で
は
、
施
設
上

部
に
▽
吊
元
ア
ー
ム
▽
ゴ

ン
ド
ラ
走
行
装
置
▽
ゴ
ン

ド
ラ
走
行
レ
ー
ル
▽
揚
重

機
走
行
レ
ー
ル
ー
を
仮

設
。
デ
ッ
キ
型
ゴ
ン
ド
ラ

を
稼
働
さ
せ
な
が
ら
、
並

行
し
て
揚
重
機
で
外
装
材

の
吊
り
上
げ
も
可
能
と
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
仕
上

げ
工
事
ま
で
を
一
貫
し
て

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
シ

日
綜
産
業
グ
ル
ー
プ
が
見
学
会
開
催

ス
テ
ム
だ。
メ
リ
ッ

ト
と

し
て
は
、
タ
ワ
ー
ク
レ
ー

ン
や
重
機
を
使
用
し
な
い

た
め
、
取
り
付
け
作
業
に

お
け
る
コ
ス
ト
が
低
減
。

外
装
工
期
の
短
縮
に
つ
な

が
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、

従
来
外
装
工
事
の
際
に
必

要
な
足
場
の
組
み
立
て
・

解
体
も
必
要
が
な
い
と
い

う
。長

崎
B
i
z
P
O
R
T

は
、
長
崎
市
元
船
町
の
食

糧
倉
庫
ビ
ル
跡
地
に
建
設

中
の
オ
フ
ィ
ス
ピ
ル
。
施

主
は
長
崎
食
糧
倉
庫
昧
と

新
日
鉄
興
和
不
動
産
味
。

構
造
は
鉄
骨
造
の11階
建

て
で
、
敷
地
面
積24
8

8
•
1
2平
方
認
、
延
べ
床

面
積
が1
万
5
0
2
9

平

方
認
と
な
る
。
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今
回
の
工
事
で

は
、
定
格
荷
重
ー

吠
の
揚
重
機
を6

基
と
長
さ7
討
の

ゴ
ン
ド
ラ
を5
基

活
用
。
揚
重
機
を

使
っ
て
押
出
成
型

セ
メ
ン
ト
板
と
ア

ル
ミ
サ
ッ
シ
を
吊

っ
て
階
こ
と
に
は

め
込
ん
で
い
る
。

ま
ず
、
押
出
成
型
セ
メ
ン

卜
版
を
地
上
で
組
み
上
げ

て
、
揚
重
機
で
所
定
の
位

置
ま
で
．
吊
り
上
げ
。
各
階

に
い
る
作
業
員
も
し
く
は

ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
車
し
た
作

業
員
が
細
か
い
位
置
を
調

整
し
て
固
定
す
る
。
全
て

の
セ
メ
ン
ト
版
を
設
置

後
、
各
階
か
ら
揚
重
機
に

つ
な
い
だ
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ を

落
と
し
込
む
よ
う
に
は

め
込
ん
だ
(
1
1写真
）
。

同
現
場
の
場
合
、
従
来
の

工
法
と
比
較
し
て
約1.

7

倍
の
施
エ
ス
ピ
ー
ド
だ

と
い
う
。

同
工
事
の
設
計
施
工
を

担
当
す
る
新
日
鉄
住
金
工

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
昧
は
、

同
工
法
を
採
用
し
た
経
緯

に
つ
い
て
「
敷
地
が
あ
ま

•— 』
覧
手

り
広
く
な
い
た
め
、
外
部

足
場
を
組
み
立
て
た
場
合

は
解
体
に
ー
カ
月
半
ほ
ど

係
る
と
想
定
し
た
。
足
場

の
組
み
立
て
・
解
体
が
不

必
要
な
の
は
魅
力
的
」
と

説
明
。
続
け
て
「
外
装
の

工
期
を
短
縮
す
る
た
め
に

も
、
同
工
法
は
効
果
的
だ

っ
た
。
足
場
の
組
み
立
て

・
解
体
時
の
騒
音
も
無
い た

め
、
周
辺
へ
の
影
響
が

少
な
い
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト

だ
と
考
え
た
」
と
語
っ
た
。

見
学
会
で
は
現
場
事
務

所
で
施
工
概
要
な
ど
の
説

明
後
、
現
場
へ
移
動
。
施

設
屋
上
で
は
日
綜
ゴ
ン
ド

ラ
昧
の
武
田
光
寿
営
業
部

長
ら
が
揚
重
機
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

上
か
ら
順
に
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
は
め
込
み
作
業
手
順

4
『

9

-
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謳昇 p 璽昌搾窟翡包畠星悶 f 尻 f 日
とけ I 者に業めでてののつ法揚ラ綜
デる U か優が‘はい効外れ←重＾産
ッた P られ省足初る率装て II 機比業
キめ工好品略場め゜化工い写シ留グ
型の法評質でのて同や事る真ス間ル
ゴ仮はだ管き組゜工工にオ II テ純 I
ン設外゜理るみ無法期採フがム社プ

膚胃 腐盟引贔畠醤讐讀 F鱈
晏 を で‘・エ用にれビ市 I の綜
併揚取 も視解法は寄‘ルで u 0 ハコ

九州初長崎市内の現場に採用

1 日綜ゴンドラ
用
し
、
外
壁
材
の
揚
重
か
ら
取
り

付
け
、
仕
上
げ
工
事
ま
で
を
一
貫

し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
揚
重

機
は
無
線
操
作
で
上
下
左
右
へ
同

時
操
作
で
き
、
最
大
で
約8
0妍
の

高
さ
ま
で
カ
バ
ー
で
き
る
。

今
回
採
用
さ
れ
た
の
は
長
崎
食

ば
叫P請
無
足
場
で
外
装
の
工
期
短
縮

し
、
現
在
は
第2
段
階
と
し
て
屋

上
に
揚
重
機
を
設
置
し
最
上
階
ま

で
の
残
り
の
フ
ロ
ア
を
施
工
し
て

い
る
。

糧
倉
庫
と
新
日
鉄
興
和
不
動
産
が
新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

計
画
し
、
新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
ニ
グ
の
吉
田
裕
作
業
所
長
に
よ
る
と

ァ
リ
ン
グ
が
長
崎
市
元
船
町
で
施
同
工
法
の
施
エ
ス
ピ
ー
ド
は
足
場

工
中
の
「
長
崎B
i
z
P
o
R
T

を
組
み
立
て
る
従
来
工
法
に
比
べ

新
築
工
事
」
。S
造
1
1階
建
て
延
約
1
•
7

倍
。
1

カ
月
ほ
ど
か
か

べ
1

万
5
0
2
9

平
方
脳
の
規
模
る
足
場
の
解
体
作
業
が
不
要
で
足

で
エ
期
は
1
9年
1

月
末
ま
で
。
9

場
組
み
立
て
の
際
の
騒
音
も
な

月
末
現
在
の
工
事
進
捗
（
し
ん
ち
く
、
「
足
場
が
な
い
た
め
、
（
視

ょ
く
）
率
は
約7
5
%。
界
が
良
く
）
品
質
管
理
も
し
や
す

同
工
事
に
は
揚
重
機6
基
と
ゴ
い
」
と
い
う
。

ン
ド
ラ
5

基
を
配
備
し
、
外
壁
材
比
留
間
社
長
は
「
エ
法
が
マ
ッ

と
し
て
使
用
す
る
押
し
出
し
成
型
チ
す
る
現
場
で
あ
れ
ば
工
程
が
う

セ
メ
ン
ト
板
と
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
ま
く
進
む
。
で
き
る
だ
け
ア
ピ
ー

取
り
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
第1

ル
し
な
が
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
の
各
社

段
階
と
し
て
建
物
の8
階
部
分
に
と
全
国
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と

揚
重
機
を
設
け
下
層
階
を
施
工
採
用
拡
大
に
意
欲
を
見
せ
た
。
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従来比で作業効率1. 7倍

日
綜
産
業
グ
ル
ー
プ
の
日
綜
ゴ
ン

ド
ラ
が
開
発
し
た
「P
ー

u
p

工
法

／
台
車
仕
様
」
パ
ネ
ル
揚
重
機
シ
ス

テ
ム
が
、
九
州
で
初
め
て
長
崎
市
元

船
町
で
建
設
が
進
む
長
崎
B
i
z
P

O
R
T

新
築
工
事
の
現
場
で
採
用
さ

れ
て
い
る
。
無
足
場
の
た
め
足
場
の

新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
の
B
i
z
P
O
R
T

現
場

日綜ゴンドラ

パ
ネ
ル
揚
重
機
シ
ス
テ
ム
を
九
州
初
採
用

揚
重
機
シ
ス
テ
ム
は
、
吊
元
ア
ー

ム
を
使
っ
て
、
デ
ッ
キ
型
の
ゴ
ン
ド

組
立
、
解
体
が
必
要
な
従
来
工
法
と
ラ
と
揚
重
機
を
併
用
し
て
外
装
材
を

比
べ
て
約1
•
7

倍
の
作
業
効
率
と
揚
重
で
取
り
付
け
、
仕
上
げ
を
一
貫

な
り
、
省
力
化
や
コ
ス
ト
削
減
に
つ
し
て
行
う
。
外
装
材
を
取
り
付
け
る

な
が
っ
て
い
る
。
際
に
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
や
重
機
な
ど

醤
は
、
長
崎
食
細
倉
庫
と
新
日
を
使
用
し
な
い
た
め
、
鉄
骨
建
て
方

鉄
興
和
不
動
産
が
建
設
を
進
め
る
オ
と
外
装
材
の
同
時
施
工
が
可
能
と
な

フ
ィ
ス
ビ
ル
で
施
設
規
模
は
S

造
1
1
る
。
揚
重
機
は
有
効
範
囲
5
0脳
の
無

階
建
て
延
べ
1

万
5
0
2
9

平
方
線
操
作
で
上
下
に
移
動
す
る
。
最
大

認
。
敷
地
が
狭
く
、
足
場
の
解
体
に
吊
下
荷
重
は

1

外
。

. 、

時
間
を
要
す
る
従
来
工
法
で
は
工
程
往
各
面
に1
基
、
計4
基
が
つ

｀
に
難
し
い
た
め
、
同
シ
ス
テ
ム
の
い
て
い
る
た
め
、
施
工
の
自
由
度
が

：
＿
採
用
を
決
め
た
。
新
日
鉄
住
金
エ
ン
あ
る
ほ
か
、
揚
重
速
度
は
遅
い
も
の

i

-
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
設
計
・
施
工
で
2

の
フ
ロ
ア
か
ら
の
吊
り
出
し
な
の
で

ゴ
r

パ

o
1
7

年
7

月
1
3日
に
着
工
し
、1
9
影
咽
は
少
な
い
と
い
う
。
コ
ス
ト
面

年
1

月
3
1日
の
完
成
を
予
定
し
て
い
の
比
較
で
は
、
総
足
場
を
組
み
立
て

一る
。
現
在
は
社
ェ
塁
行
っ
て
い
る
場
合
と
比
べ
、
労
喜
が

3分
の

-
；

る
。
工
事
の
進
捗
率
は
約
7
5
%
。

1

程
度
だ
と
し
て
い
る
。
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Since 1936 

外
堕
の
取
付
速
度
口
倍

【
長
崎
】
日
綜
産
業
（
本
社
ー
東
京
都
、
小
野
大
社
長
）
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
日
綜
ゴ
ン
ド
ラ
（
本

社
1
1

塞
尽
都
、
比
留
問
純
社
長
）
は
デ
ッ
キ
型
ゴ
ン
ド
ラ
と
揚
重
機
を
併
用
し
建
物
外
装
材
の
揚
重
と
取
り

付
け
、
仕
上
げ
ま
で
を
一
貧
し
て
行
う
「

P
|
u
p
工
法
／
台
車
仕
様
」
が
九
州
で
初
め
て
長
崎
市
内
の
建

築
工
事
で
採
用
さ
れ
た
。
従
来
の
仮
設
足
場
工
法
と
比
べ
、
足
場
を
組
む
ス
ペ
ー
ス
お
よ
ぴ
組
み
立
て
と
解

体
の
時
間
を
省
略
で
き
る
。
ま
た
、
強
風
や
足
場
組
み
立
て
と
解
体
時
に
発
生
す
る
音
へ
の
対
策
が
ほ
と
ん

ど
不
要
。
工
事
関
係
者
に
よ
る
と
社
痒
取
り
付
け
任
茉
が
従
来
の
「

l
•
7

倍
は
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
」

と
い
う
。
比
留
間
社
長
は
「
P
|
u
p
工
法
が
現
場
と
マ
ッ
チ
す
れ
ば
、
エ
程
が
早
く
進
む
。
安
全
第
一
を

ペ
ー
ス
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後

g
0
ら
な
る
拡
販
を
目
指
す
考
え
。

ゴ
ン
ビ
フ
に
作
業
者
が
乗
築
後
す
ぐ
に
外
壁
作
業
が

＇
璽
＇
註
鰭
＂
。
い
咋

P
_
u
p
工
法
が

p
ー

u
p

工
法
は
最
大
一
娑
院
、
社
茂
ハ
ネ
ル
や
ゴ
ン
ド
ラ
が
設
置
さ
れ
移
採
用
さ
れ
た
建
築
物
件

吊
下
荷
重1
外
の
揚
重
機
窓
サ
ッ
シ
を
取
り
付
け
、
動
す
る
走
行
レ
ー
ル
、
そ
は
、
長
崎
市
内
の
長
崎

B

れ
ら
を
支
え
・1
z
P
O
R
T

新
築
工
事

る
吊
元
ア
ー
で
鉄
骨
造
地
上1
1階
建

ム
と
カ
ウ
ン
て
。
延
べ
床
面
稼
は
1

万

タ
ー
ウ
エ
イ
5
0
2
9
•
8
8平方
脳
゜

ト
な
ど
で
構
鉄
骨
量
は2
0
6
0

沙
。

成
す
る
。
屋
用
、
は
オ
フ
ィ
ス
、
事
務

上
の
床
面
が
所
、
店
舗
。
施
主
は
長
崎

層
さ
れ
れ
食
珊
倉
庫
と
新
日
鉄
興
和

ば
、
P
ー

U

歪
即
産
゜
設
訂
・
施
工
は

p

工
法
の
シ
新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
ニ
ア

ス
テ
ム
を
構
リ
ン
グ
。

外壁面を上ってい＜ゴンドラと
建物屋上に見えるのが吊り元
アームと揚重機とゴンドラの走
行レール

ッ
シ
で
交
互

に
行
い
、
ワ

ン
フ
ロ
ア
の

外
壁4
面
中

1

面
を
わ
ず

か
l

日
で
設

臨
が
完
了
す

る
。従

来
の
仮

設
足
場
だ
と

建
物
と
仮
設

足
場
の
間
に

外
装
材
の
取

り
回
し
ス
ペ

ー
ス
を
確
保

す
る
必
要
が

あ
り
、
仮
設

同
物
件
の
外
装
工
事
は
足
場
の
組
み
立
て
・
解
体

押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
と
作
業
の
時
間
な
ど
を
比
較

皐
ッ
シ
菜
互
に
取
り
す
る
と
、
P
|
u
p

工
法

付
け
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
は1•
7

倍
の
時
短
が
見

れ
の
重
量
がl
沙
以
内
に
込
め
る
。
願
畜
や
強
風
対

督
る
と
い
う
。
こ
の
た
策
も
ほ
と
ん
ど
不
要
。

め
設
薗
す
る
フ
ロ
ア
の
一
p
|
u
p
工
法
は
こ
れ

つ
上
の
フ
ロ
ア
か
ら
セ
メ
ま
で
首
都
圏
を
中
心
に
2
5

ン
ト
板
丘
均
ジ
をl
枚
現
場
の
実
績
が
あ
令
今

ず
つ
揚
重
穣
で
設
闊
す
る
回
の
実
績
を
度
別
ツ
に
全

フ
ロ
ア
ま
で
吊
り
下
げ
、
国
で
月
間2
現
場
の
受
注

取
り
付
け
作
業
を
行
う
。
を
目
指
す
方
針
。

こ
れ
を
セ
メ
ン
ト
板
と
サ

p
t
U
P

工
法
施
工
風
景

=l 
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